
飛
行
機
か
ら
バ
ス
に
乗
り
替
え
、
長

崎
駅
に
向
か
う
途
中
、
時
計
を
見
る
と

11
時
に
な
ろ
う
と
し
て

い
た
。

56
年

前
、
こ
の
約

24
時
間
後
、
こ
の
地
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
の
だ
。
初
め
て

見
る
長
崎
の
空
に
瞬
間
、
真
っ
白
な
閃

光
に
包
ま
れ
る
白
昼
夢
を
見
た
。
い
つ

か
観
た
、
戦
争
映
画
の
光
景
だ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
あ
る
市
内
の
ホ

テ
ル
に
到
着
し
、
程
な
く
開
会
宣
言
の

後
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ

た
。最

初
に
登
場
し
た
の
は
２
人
の
女
子

高
生
だ
っ
た
。

彼
女
達
は
長
崎
の
高
校
生
１
万
人
分

の
署
名
を
集
め
て
世
界
の
要
人
に
核
の

廃
絶
を
訴
え
た
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

直
視
す
べ
く
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所

跡
や
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
隠
れ
家
を

訪
れ
て
い
る
と
の
事
。

反
戦
・
反
核
に
対
す
る
強
固
な
決
意
、

そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
行
動
力
。

大
勢
の
大
人
達
を
目
前
に
し
て
少
し

も
臆
せ
ず
熱
弁
を
振
る
う
彼
女
達
に
、

己
の
意
識
の
低
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

て
非
常
に
心
苦
し
か
っ
た
。

講
演
終
了
後
の
休
憩
中
、
ロ
ビ
ー
で

見
た
彼
女
達
は
と
て
も
華
奢
な
、
普
通

の
ど
こ
に
で
も
い
る
女
子
高
生
で
、
彼

女
達
に
こ
こ
ま
で
背
負
わ
せ
る
戦
争
と

は
、
核
兵
器
と
は
何
か
？
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

続
い
て
、
テ
レ
ビ
長
崎
製
作
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
「
沈
黙
の
マ
リ
ア
～
ナ
ガ

サ
キ
か
ら
未
来
を
見
つ
め
て
」
の
上
映
。

長
崎
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
「
浦
上
天
主

堂
」
に
祭
ら
れ
て
い
た
木
製
の
マ
リ
ア

像
が
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
主
人

公
。
核
の
炎
に
犯
さ
れ
な
が
ら
も
、
奇

跡
的
に
顔
の
部
分
の
み
焼
け
残
っ
た
こ

の
マ
リ
ア
像
を
め
ぐ
る
、
数
奇
な
運
命

を
描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

神
の
方
程
式
と
呼
ば
れ
る
「
相
対
性
理

論
」
か
ら
生
み
出
し
た
悪
魔
の
兵
器
が
、

自
分
達
の
神
を
殺
す
。

愚
の
骨
頂
、
と
い
う
以
外
の
言
葉
が

見
つ
か
ら
ず
、
少
し
だ
け
涙
腺
が
緩
ん

だ
。続

い
て
、
講
演
「
韓
国
・
朝
鮮
人
被

爆
者
問
題
が
照
ら
し
出
さ
れ
る
も
の
」
。

原
爆
の
被
害
者
は
日
本
人
だ
け
で
は

な
い
。

講
演
者
で
あ
る
韓
国
人
、
李
さ
ん
が

当
時
の
体
験
談
と
、
現
在
の
彼
ら
に
何

の
補
償
も
し
な
い
日
本
の
無
責
任
な
行

政
に
つ
い
て
、
お
世
辞
に
も
流
暢
と
は

言
え
な
い
日
本
語
で
淡
々
と
語
る
姿
は

一
日
本
人
と
し
て
と
て
も
心
が
痛
み
、

憤
り
を
感
じ
た
。
差
別
は
今
も
生
き
て

い
る
の
だ
。

そ
の
後
も
ア
ピ
ー
ル
採
択
、
特
別
決

議
採
択
等
、
滞
り
無
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

進
み
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
終
了
し
た
。

全
体
を
振
り
返
り
、
と
て
も
内
容
の

充
実
し
た
完
成
度
の
高
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
あ
っ
た
と
思
う
。

現
実
問
題
と
し
て
、
戦
争
体
験
者
・

原
爆
被
爆
者
は
年
を
追
う
毎
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
事
実
を
事
実
と
し
て
語

れ
る
重
要
な
語
り
部
が
い
な
く
な
る
の

だ
。
２
度
と
過
ち
を
繰
返
さ
ぬ
為
に
、

長
崎
を
人
類
史
上
最
後
の
原
爆
被
害
地

と
す
る
為
に
、
彼
ら
の
体
験
を
正
確
に

後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
、
マ
ス
コ
ミ
・
文
化
・
情
報
の
労

組
連
合
で
あ
る
我
々
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
一
つ
の

存
在
意
義
で
あ
る
と
認
識
し
、
長
崎
の

地
を
後
に
し
た
。
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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

８
月
８
日
、
９
日
に
「
な
く
せ
ニ
ュ
ー

ク
ス
２
０

０
１
Ｍ
Ｉ
Ｃ
長
崎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
被
爆

56
年
目
の

長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
全
体
で
約

90
名
、

電
算
労
か
ら
は
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
労
組
か
ら
３
名

と
事
務
局

１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
長
崎
マ
ス
コ
ミ
共
闘
会
議
の
松

永
議
長
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
「
高
校
生
１
万
人
署

名
」
の
報

告
、
テ
レ
ビ
長
崎
作
成
の
ビ
デ
オ
「
沈
黙

の
マ
リ
ア

～
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
未
来
を
見
つ
め
て
」
の

上
映
、
そ

し

て
在

日
朝

鮮
人
の

李
康

寧
さ

ん
を

講
師

と

し

て

「
韓
国
・
朝
鮮
人
被
爆
者
問
題
が
照
ら
し

出
さ
れ
る

も
の
」
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
朝
９
時
に
長
崎
新
聞
社
に
集

合
し
、
平

和
散
歩
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な

く

せ

ニ

ュ

ー

ク

ス

２

０

０

１

Ｍ

Ｉ

Ｃ
長

崎

平

和

フ

ォ

ー

ラ

ム

に

参

加
し

て

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｍ

菅

沢

勝

也

あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
た
が
、
や
は
り
長
崎
は

暑
か
っ
た
。

８
月
８
日
、
我
々
を
乗
せ
た
飛
行
機
が
長
崎
空
港

に
着
陸
し
た
時
、
ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
っ
て
い
た
の

で
「
少
し
は
涼
し
く
な
っ
て
る
の
か
な
」
と
期
待

し
た
が
、
タ
ラ
ッ
プ
に
降
り
た
瞬
間
、
た
だ
の
サ
ウ

ナ
風
呂
状
態
だ
っ
た
。
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東
和
シ
ス
テ
ム
支
部
２
０
０
１
年
春

闘
は
、
３
月

26
日
要
求
提
出
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
４
月
９
日
、
４
月

20
日

の
団
体
交
渉
は
、
菅
原
社
長
か
ら
全
権

委
任
さ
れ
た
総
務
の
宮
崎
統
括
部
長
と

神
田
部
長
が
出
席
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

そ
の
場
で
会
社
か
ら
要
求
へ
の
回
答
と

説
明
が
あ
り
、
引
き
続
い
た
協
議
の
中

で
会
社
は
以
下
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

組
合
に
約
束
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

1
、
会
社
の
ミ
ス
で
休
日
深
夜
残
業

代
が
正
し
く
支
払
わ
れ
て
い
な
い
給
与

の
未
払
金
を
遡
及
し
て
５
月
末
に
支
払

う
こ
と
。

2
、
３
６
協
定
を
超
え
る
長
時
間
残

業
が
あ
る
中
で
、
３
６
協
定
を
厳
守
す

る
た
め
の
た
た
き
台
を
４
月
末
ま
で
に

会
社
が
作
成
す
る
こ
と
。

3
、
夏
期
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
中

間
決
算
が
出
て
か
ら
団
体
交
渉
す
る
こ

と
。こ

の
後
順
調
に
進
む
と
思
わ
れ
た
が
、

会
社
は
団
体
交
渉
の
場
で
約
束
し
た
こ

と
を
会
社
自
ら
が
決
め
た
納
期
日
を
過

ぎ
て
も
一
向
に
履
行
せ
ず
、
ま
た
遅
れ

に
つ
い
て
も
何
ら
組
合
へ
連
絡
も
し
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
合
と
の
約
束
を
平
気
で
破
り
無
視

し
た
、
会
社
の
無
責
任
で
不
誠
実
な
行

為
に
、
６
月

18
日
団
体
交
渉
の
場
で
、

総
務
の
宮
崎
統
括
部
長
と
神
田
部
長
に

会
社
側
交
渉
委
員
を
管
理
、
監
督
す
べ

き
責
任
者
（
菅
原
社
長
）
の
次
回
団
交

出
席
を
強
く
、
厳
し
く
求
め
、
宮
崎
統

括
部
長
も
社
長
の
出
席
を
約
束
し
ま
し

た
。し

か
し
、
組
合
の
団
体
交
渉
申
入
れ

に
、
菅
原
社
長
は
６
月

28
日
に
鶯
谷
の

組
合
事
務
所
に
文
書
を
郵
送
し
て
き
ま

し
た
。
東
和
シ
ス
テ
ム
支
部
が
文
書
を

手
に
し
た
の
は

28
日
夜
。
開
け
て
見
る

と
６
月

27
日
付
け
で
「
団
体
交
渉
を
開

催
す
る
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
６

月

18
日
団
体
交
渉
に
お
け
る
団
体
交
渉

開
催
の
約
束
を
破
棄
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
文
書
で
菅
原
社
長
は
「
上
期
賞
与
の

事
務
手
続
き
は

28
日
が
期
限
で
あ
る
た

め
、
同
日
（

28
日
）
午
後
３
時
ま
で
に

妥
結
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
回
答
願
い

ま
す
。
こ
の
時
間
を
過
ぎ
ま
す
と
７
月

６
日
の
賞
与
は
支
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
」
と
、

28
日
夜
に
見
た
組
合
が
時

間
的
に
到
底
回
答
で
き
な
い
こ
と
を
承

知
し
な
が
ら
、
菅
原
社
長
は
団
体
交
渉

拒
否
と
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
菅
原
社
長
は
再
三
に
亘
る

組
合
の
団
体
交
渉
申
入
れ
を
拒
否
し
続

け
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
法
第
６
条
に
基
づ
い
た
団

体
交
渉
申
入
れ
を
菅
原
社
長
が
正
当
な

理
由
な
く
拒
否
し
た
こ
と
は
、
同
法
第

７
条
第
２
項
の
不
当
労
働
行
為
に
該
当

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

東
和
シ
ス
テ
ム
支
部
と
し
て
は
、
こ

の
よ
う
な
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
重
大
な

決
意
で
臨
み
ま
す
。

東
京
都
労
働
委
員
会
、
労
働
基
準
監

督
署
、
神
田
税
務
署
に
働
き
か
け
て
解

決
を
図
り
ま
す
。
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厚

生

労

働

省

東

和

シ

ス

テ

ム

支

部

は

、

菅

原

社

長

の

団

交

拒

否

を

許

さ

な

い

。

委

員

長

小

番

孝

也

さ
る
、

８
月

８
日

に
厚

生
労

働
省

が
準
備
を

進
め

て
い

た
「

し
ご

と
情

報
ネ
ッ
ト

」
が

公
開

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ
は
さ

ま
ざ

ま
な

機
関

（
公

共
、

民
間
）
の
求
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
一
度

に
検

索
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
関
に
ア

ク
セ

ス
し

や
す

く
す

る
こ

と
に
よ
っ
て

、
仕

事
探

し
を

支
援

す

る
サ
イ
ト
で
す
。

電
算
労
が

加
盟

し
て

い
る

労
供

労

組
協
で
は
労

供
組

合
の

取
り

ま
と

め

機
関
と
し
て

こ
の

サ
イ

ト
に

参
加

し

て
お
り
、
加

盟
し

て
い

る
労

供
組

合

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。



さ
る
９
月
８
日
（
土
）
に
新
宿
モ
ノ

リ
ス
ビ
ル

25
階
の
Ｊ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
に
て

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
派

遣
ネ
ッ
ト
）
主
催
で
会
場
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
「
緊

急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
小
泉
内
閣
の
『
構

造
改
革
』
を
斬
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
派
遣
ネ
ッ
ト
が
７
月

17
日

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
を
受
け
た
記
念

行
事
の
一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

電
算
労
か
ら
は
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

渡
辺
秀
雄
派
遣
ネ
ッ
ト
理
事
の
司
会

進
行
で
、
最
初
に
派
遣
ネ
ッ
ト
理
事
長

の
中
野
麻
美
弁
護
士
か
ら
挨
拶
が
あ
り

「
雇
用
労
働
者
に
占
め
る
正
規
雇
用
社

員
の
比
率
は
急
激
に
低
下
し
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
な
ど
の
非
典
型
労

働
者
が
３
割
に
も
達
し
て
い
る
。
失
業

率
は
５
％
を
超
え
、
規
制
見
直
し
や
、

リ
ス
ト
ラ
の
蔓
延
に
よ
っ
て
、
労
働
市

場
は
大
き
く
流
動
化
し
、
人
々
は
雇
用

や
労
働
条
件
の
安
上
が
り
競
争
の
中
に

投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で

必
要
な
の
は
働
き
手
が
未
来
の
生
活
と

人
生
に
安
心
と
希
望
を
抱
く
こ
と
が
で

き
る
、
人
権
に
基
礎
を
お
い
た
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
と
経
済
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
人
権
と
正
義
を
保
障
で
き
な

い
社
会
は
だ
め
だ
。
」
、
そ
し
て
「
こ

う
い
う
状
況
の
中
で
情
報
の
発
信
か
ら

権
利
を
確
立
す
る
取
り
組
み
に
い
た
る

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
一
層
充
実
し
た
役

割
を
発
揮
し
た
い
と
決
意
し
、
派
遣
労

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
と

し
て
発
足
し
た
。
」
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）
法
人
化
の
決
意

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

挨
拶
の
後
、
中
野
麻
美
理
事
長
か
ら

問
題
提
起
が
あ
り
、
派
遣
ネ
ッ
ト
監
事

の
関
根
秀
一
郎
さ
ん
か
ら
派
遣
ス
タ
ッ

フ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
報
告
で
は
単
価
の
切
下
げ
、
相

変
わ
ら
ず
横
行
す
る
事
前
面
接
、
契
約

期
間
の
短
縮
化
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
参
加
し
た
浜
村
彰
法
政
大
学
法
学

部
教
授
と
笹
森
清
連
合
事
務
局
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
浜
村

教
授
は
現
状
を
踏
ま
え
て
「
こ
れ
か
ら

の
雇
用
は
恒
常
的
業
務
に
お
け
る
無
期

労
働
契
約
の
フ
ル
タ
イ
ム
お
よ
び
パ
ー

ト
労
働
、
一
時
的
・
臨
時
的
業
務
に
お

け
る
有
期
労
働
契
約
の
派
遣
労
働
、
フ

ル
タ
イ
ム
お
よ
び
パ
ー
ト
労
働
で
相
互

に
転
換
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

ま
た
、
「
賃
金
を
始
め
と
す
る
労
働
条

件
は
双
方
に
お
い
て
仕
事
の
内
容
、
職

務
上
の
地
位
・
権
限
・
責
任
に
応
じ
た

処
遇
が
な
さ
れ
る
べ
き
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
笹
森
事
務
局
長
は
第
７
回
定

期
大
会
に
向
け
た
事
務
局
原
案
の
話
の

中
で
「
以
前
、
失
業
率
１
・
５
％
は
デ
ッ

ド
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が

２
％
に
な
り
今
や
５
％
を
超
え
、
国
民

の
生
活
不
安
、
先
行
き
不
安
を
増
幅
し

て
い
る
。
」
、
そ
う
い
っ
た
中
で
「
労

働
を
中
心
と
す
る
福
祉
型
社
会
を
め
ざ

す
。
ア
メ
リ
カ
モ
デ
ル
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
す
。
」
と
話

さ
れ
、
雇
用
の
創
出
・
安
定
の
確
保
、

新
し
い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
づ
く
り
、
福
祉
・

社
会
保
障
制
度
の
再
構
築
、
循
環
型
社

会
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
派
遣
ネ
ッ
ト
理
事
の
門
田
隆

子
さ
ん
が
『
雇
用
は
ど
う
な
る
！
「
痛

み
」
は
誰
に
？
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

参
加

者
一
同

と
し

て
の

「
ア

ピ

ー
ル

（
案
）
」
を
読
上
げ
、
参
加
者
み
ん
な

の
賛
同
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
第

40
回
日
本
マ
ス
コ
ミ

文
化
情
報
労
組
会
議
（
以
下
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
総
会
で

は
２
０
０
１
年
度
の
活
動
報
告
と
し
て

春
闘
の
と
り
く
み
、
時
短
・
労
災
・
職

業
病
へ
の
と
り
く
み
、
労
働
委
員
会
民

主
化
の
と
り
く
み
お
よ
び
賃
金
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
産
業
政
策
委
員
会
等
の
専
門
委

員
会
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

２
０
０
２
年
度
の
と
り
く
み
と
し
て
春

闘
、
労
働
委
員
会
民
主
化
、
平
和
と
民

主
主
義
、
言
論
・
表
現
の
自
由
、
文
化
・

産
業
政
策
、
国
際
交
流
、
専
門
委
員
会

な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
す
。

電
算
労
か
ら
来
期
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
役
員
と

し
て
小
林
寛
志
議
長
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ
副
議
長

に
、
篠
塚
芳
教
事
務
局
長
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ
事

務
局
次
長
に
、
吉
原
英
文
幹
事
が
Ｍ
Ｉ

Ｃ
幹
事
に
、
そ
し
て
横
山
南
人
事
務
局

次
長
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ
会
計
監
査
に
選
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。

電
算
労
役
員
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
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雇
用
は
ど
う
な
る

!!
「
痛
み
」
は
誰
に
？

―

緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―

小
泉
内
閣
の
『
構
造
改
革
』
を
斬
る

第
40
回
Ｍ
Ｉ
Ｃ
定
期
大
会

日
時
：
２
０
０
１
年
９
月
29(

土)

10
時
～

場
所
：
全
労
連
会
館
２
階
ホ
ー
ル

文
京
区
湯
島
二
―
四
―
四

電
話
：
０
３-

５
８
４
２-

５
６
１
０
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情

報

処

理

技

術

者

試

験

解

答

速

報

解

答

ス

タ

ッ

フ

募

集

中

電
算
労
の
運
営
す
る
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
で
は
、
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
解

答
例
速
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。Yaho

o!

を
始
め
多
数
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
雑

誌
や
参
考
書
な
ど
に
紹
介
さ
れ

12
万
ア

ク
セ
ス
を
突
破
し
て
い
る
注
目
の
コ
ン

テ
ン
ツ
で
す
。
電
算
労
を
広
く
み
ん
な

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
有
効
な
手

段
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
解
答
速
報
の
解
答
者
を
募
集
し

ま
す
。

日

時

２
０
０
１
年

10
月

21
日
（
日
）

11
時
～

18
時

場

所

電
算
労
事
務
所
（
Ｊ
Ｒ
山
手
線

鶯
谷
駅
下
車
、
徒
歩
５
分
）

電

話

０
３-

５
６
０
３-

４
５
７
２

対
象
科
目

初
級
シ
ス
ア
ド
、
基
本
情
報
技
術
者
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
そ
れ
ぞ
れ
午
前
の

問
題
の
み
）

特

典

①
参
考
書
の
購
入
補
助

（
３
０
０
０
円
ま
で
）
あ
り

②
豪
華
賞
品
が
あ
た
る

お
楽
し
み
抽
選
会

③
昼
食
＆
打
上
げ
無
料

電
算
労
Ｉ
Ｔ
マ
ガ
ジ
ン
最
新
号

（2001/
9/4

(No
.25

)

）

よ
り

【
技
術
情
報
】

増
加
す
る
ク
ラ
ッ

カ
ー
た
ち

他
人
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
改
ざ
ん
や

破
壊
を
楽
し
む
ク
ラ
ッ
カ
ー
た
ち
。
彼

ら
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
な
ぜ
増
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
増
加
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
で

は
公
的
機
関
や
民
間
企
業
の
ほ
と
ん
ど

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
重
要
性
の
割
に
は
サ
ー
バ
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
甘
い
ま
ま
で
す
。

一
方
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
た
ち
が
使
う
ハ
ッ

キ
ン
グ
ツ
ー
ル
類
は
書
籍
な
ど
の
付
録

か
ら
簡
単
に
入
手
可
能
で
専
門
知
識
が

無
く
て
も
使
用
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
著
名
性
か
ら
自
分

の
顔
や
名
前
が
露
呈
し
に
く
い
た
め
罪

悪
感
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
行
う
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
の
種
類

と
し
て
は
、
ロ
グ
イ
ン
や
パ
ス
ワ
ー
ド

の
盗
み
。
不
正
侵
入
と
デ
ー
タ
の
盗
み
。

サ
ー
バ
制
御
の
取
得
。
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
拒
否
攻
撃
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
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♪ 締め切りは１０月３１日です♪

左の絵には７ヶ所の間違いがあります。

葉書の場合は左の絵を貼り、該当の個所を○で囲んで

ください。また、メールの場合は、該当個所をわかり

やすく説明して送ってください。

あて先 ：〒110-0003 台東区根岸３－２５－６

タブレット根岸２階

前回の答え：①右下の波 ②中央鯉のぼりの尻尾 ③漁船カツオのぼりの口

④左上家の屋根 ⑤漁船の屋根 ⑥左の雲 ⑦左下のテトラポット

前回当選者：

平林ゆうこ・赤嶺佳奈恵・武田秀樹・宮本尚彦（ＮＣＳ）

鈴木隆浩・里信亜希子・芝克巳・加藤真雄（ＣＣＯＭ）

国生克司（ＮＪＫ）・湯原典彦（ＰＵＣ） 敬称略

★たくさんのご応募ありがとうございました★


